
■ 会長／高縁　勝一
■ 幹事／川名　修一
■ クラブ広報・会報委員長／伊藤　重幸

40 H26.4.22（火）

■ 開会点鐘　■ ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱

第40回（通算1318回）例会

会長あいさつ

　先週は観桜会を開催いた
しました。親睦委員会の皆様
に感謝申し上げます。4月19日
(土)には郡山北RC創立40周
年記念式典がホテルハマツ
で開催され、当クラブからは
伊野勝彦さん、挽野喜孝さん、

小野塚昇一さん、慶徳孝一さん、川名義光さん、私の6名が
参加しました。午後1時からさとう宗幸さんのコンサートがあ
り、最前列で歌を聞いて感動いたしました。3時30分からの
記念式典には約150人が出席しました。郡山北RCは1974(
昭和49)年12月に郡山東RCをスポンサーとして発足しまし
た。5時から祝賀パーティがあり、オープニングは日和田町皆
さんのよさこい踊り、6時30分に閉会となりました。
　東京RCへのメーキャップに現在7名の申し込みをいただ
いておりますが、できれより多くのご参加をいただきたいと考
えております。その後には両国国技館での5月場所の相撲
観戦を計画しております。
　西那須野RCとの合同例会は5月25日(日)です。集合時間
は午前8時、安積商工会です。今日、西那須野RCの会長エ
レクトとお話をさせていただきましたところ、バス会社をお持
ちの会員の方が迎えに来ていただけるそうです。大丸温泉
で入浴と昼食を取った後、会員で古九谷焼の収集家の方
の美術館を見学し、夜に懇親会を行います。丸一日となりま
すがぜひ多くのご参加よろしくお願いします。前日の24日に
はゴルフコンペがあるそうで、友好クラブである新座RCと茂
原RCも来られるそうです。
　ビジターの三瓶信晃さんは安積町荒井の光明山阿弥陀
院　寶光寺と、富久山の風早山三寶院　金剛寺の真言
宗豊山派の住職です。例会を体験していただくためにお連
れしました。連休のため次の例会は5月13日(火)です。

　高橋亮さんから2週間ほど入院されると17日に連絡が
ありました。
例会変更
◎4/22(火)郡山東RC→4/20(日)6：30PM～
　奈良東RCとの合同例会　ビューホテル
◎4/23(水)郡山西北RC→4/27(日)1：00PM～
　第4回郡山西北RC杯ミニバスケットボール大会
　明健小学校
◎4/23(水)郡山アーバンRC→4/19(土)6：30PM～
　創立記念例会　四季彩一力
◎4/28(月)郡山北RC→6：30PMAM～
　観桜会（慰労会）　京香

高縁　勝一　会長

幹事報告 川名　修一　幹事

　皆さんこんにちは。久しぶりに卓
話をいたしますが、先ほどまでテー
マを決めかねておりました。三瓶さ
んに入会していただきたいと思いま
すので、ロータリーを理解していた
だくために簡単な話をしたいと思い
ます。私はロータリーに入って28年

になり、100％出席を続けております。その間いろいろありまし
たが、人生は良い思い出作りの旅であると思っております。で
きるだけ良い思い出を残して、悪い思い出はどんどん消却し
ていこうと思っています。先日70歳のお祝いをいただきました。
残された人生を考えて、きちんと生きなければならないと思っ
ております。ロータリーでは地区社会奉仕委員会が6年になり
ます。責任ある立場はつらいですが、一生懸命努力すれば
するほど充実感と喜びがあります。
　ロータリーには「超我の奉仕」と「最も良く奉仕する者、最も
良く報われる」という言葉があります。最初にこの言葉を聞い
た時は、自分がやったことを第三者から評価されて良いこと
があるのかなと思っていましたが、人の喜ぶ笑顔を見た時に
自分が非常に満足するという気持ちになりました。「奉仕」と

いう言葉は英語の表現とは違うように思います。「サービス」
が「奉仕」と訳されているわけですが、奉仕は縦社会の言葉
です。サービスは対等の社会であり、相手が喜ぶこと、ために
なること、人の役に立つことを最善の努力で提供することで
す。ロータリーにはいろいろな業種の人が集まって、自分の職
業を通して世の中に貢献しています。ライオンズはウィ・サーブ
ですが、ロータリーはアイ・サーブです。自分の職業を大切に
することによって社会に貢献することが基本です。素晴らしい
人の集まりですから良い友達が一度にたくさんできます。ロー
タリーのバッジを付けていれば全世界の人たちが友達になり
ます。その輪の中に自分が所属できることは非常に幸せなこ
とであると思います。ロータリーでは「ノーと言ってはならない」
とされていますが、クラブのためにサービスしてくださいという
ことでクラブ奉仕です。みんなのために自分が素直に「はい」
と言えるかどうかということです。出席が大事だと言われるの
は、出席しないとロータリーのことが分からないからです。出席
して経験を積んでつんでいくことが大事であり、できるだけ出
席するように努めるということです。
　ロータリーは1905年にできました。今年で109年の歴史があ
り、いろんな素晴らしい人が出てきて現在の形にしてきました。
変わらないところもありますが「不易流行」と言って変えるべき
ところは変えても良いとしています。時代の要請に従って変え
ていくという努力を絶えずしていかなければならないと思って
います。当クラブにもいろいろな課題はありますが、一生の友
達がいるクラブにしたいと思います。そのためにはハートが大
事であり、共に汗を流すことが大事であると思っています。
　3年前の3.11の大震災の時に、それまでの社会奉仕委員
会ではダメだと思いました。地区の社会奉仕委員会はクラブ
に推奨や相談するだけで、アクションはしてはいけないとされ
ていました。千年に一度の大震災を経験して、私は子供たち
を元気付けようと考えました。具体的には、いわき地区と相双
地区で、101歳で第一線に立って頑張っている日野原さんと
いう聖路加病院の理事の命の尊さという劇をやってもらいま
した。いわきに1,800人、相双に1,200人ほどの子供たちを招待
して非常に喜んでもらいました。中通りの子供たちは運動不
足でお母さんはノイローゼとなっていますので、子供たちとお
母さんのストレス解消のために、猪苗代のスキー場に連れて
行ってそり遊びをさせようと、バス13台を連ねて実施しました。

会津地区では風評被害に対する企画をしようと「会津にこら
んしょ」として全国に発信しました。できるだけ多くの人に福島
県に来ていただこうと、いろいろな協力をお願いしてきました。
苦労しましたが、やって良かったと思っています。
　ロータリアンとして死ぬまで一生ずっとやっていって欲しい
と思います。チャーターメンバーは私と矢吹さんだけとなってし
まいました。まもなく迎える30周年を機に、元気が出るようなクラ
ブに皆さんで作っていくことも良いのではないかと私は思って
います。ロータリーで3つの大事なことがあります。クラブが自
分たちで決めること、寛容の精神、ロータリーの目的を理解す
ることです。

伊野　勝彦 さん　第８代会長パスト会長卓話

2013～2014年度
国際ロータリーテーマ



会員数
28名

出席者数
16名

欠席者数
12名

出席率
57.14％

前回修正率
100.00％

前々回修正率
85.71％

■ 出席報告　　　　　　　　　鈴木　聡　出席委員長

■ 他クラブ出席者
3/13(木)地区行事　 伊野　勝彦さん
4/13(日)地区行事　 森合　三郎さん
4/18(金)郡山北RC　小橋　達夫さん・森合　三郎さん
4/19(土)郡山北RC　伊野　勝彦さん・小野塚昇一さん
　　　　　　　　　　川名　修一さん・慶徳　孝一さん
　　　　　　　　　　高縁　勝一さん・挽野　喜孝さん
■ ビジター
寶光寺・金剛寺住職　三瓶信晃氏

  ロータリー財団委員会報告　古山英夫　ロータリー財団委員長
◎高縁　勝一さん（本日は伊野さんよろしくお願いいたしますネ。）
◎川名　修一さん（伊野さん卓話楽しみにしてます。）
◎伊野　勝彦さん（三瓶さんをお迎えして今日は私の卓話。
　未だに何を話すか決めかねています。）
◎増渕　幸三さん（卓話楽しみです。）
　横田　三郎さん・森合　三郎さん・村上　秀元さん
　挽野　喜孝さん・根本　良一さん・古山　英夫さん
　慶徳　孝一さん・大川原利信さん・伊藤　重幸さん

  米山奨学会委員会報告　　  　挽野喜孝国際奉仕委員長
◎高縁　勝一さん（伊野さんの卓話楽しみです。）
　平石　典生さん・伊藤　幸夫さん・慶徳　孝一さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　増渕幸三　スマイルＢＯＸ副委員長
◎小野塚昇一さん（卓話楽しみに！）
　挽野　喜孝さん・村上　秀元さん・横田　三郎さん

ー閉会点鐘

　皆さんこんにちは。久しぶりに卓
話をいたしますが、先ほどまでテー
マを決めかねておりました。三瓶さ
んに入会していただきたいと思いま
すので、ロータリーを理解していた
だくために簡単な話をしたいと思い
ます。私はロータリーに入って28年

になり、100％出席を続けております。その間いろいろありまし
たが、人生は良い思い出作りの旅であると思っております。で
きるだけ良い思い出を残して、悪い思い出はどんどん消却し
ていこうと思っています。先日70歳のお祝いをいただきました。
残された人生を考えて、きちんと生きなければならないと思っ
ております。ロータリーでは地区社会奉仕委員会が6年になり
ます。責任ある立場はつらいですが、一生懸命努力すれば
するほど充実感と喜びがあります。
　ロータリーには「超我の奉仕」と「最も良く奉仕する者、最も
良く報われる」という言葉があります。最初にこの言葉を聞い
た時は、自分がやったことを第三者から評価されて良いこと
があるのかなと思っていましたが、人の喜ぶ笑顔を見た時に
自分が非常に満足するという気持ちになりました。「奉仕」と

いう言葉は英語の表現とは違うように思います。「サービス」
が「奉仕」と訳されているわけですが、奉仕は縦社会の言葉
です。サービスは対等の社会であり、相手が喜ぶこと、ために
なること、人の役に立つことを最善の努力で提供することで
す。ロータリーにはいろいろな業種の人が集まって、自分の職
業を通して世の中に貢献しています。ライオンズはウィ・サーブ
ですが、ロータリーはアイ・サーブです。自分の職業を大切に
することによって社会に貢献することが基本です。素晴らしい
人の集まりですから良い友達が一度にたくさんできます。ロー
タリーのバッジを付けていれば全世界の人たちが友達になり
ます。その輪の中に自分が所属できることは非常に幸せなこ
とであると思います。ロータリーでは「ノーと言ってはならない」
とされていますが、クラブのためにサービスしてくださいという
ことでクラブ奉仕です。みんなのために自分が素直に「はい」
と言えるかどうかということです。出席が大事だと言われるの
は、出席しないとロータリーのことが分からないからです。出席
して経験を積んでつんでいくことが大事であり、できるだけ出
席するように努めるということです。
　ロータリーは1905年にできました。今年で109年の歴史があ
り、いろんな素晴らしい人が出てきて現在の形にしてきました。
変わらないところもありますが「不易流行」と言って変えるべき
ところは変えても良いとしています。時代の要請に従って変え
ていくという努力を絶えずしていかなければならないと思って
います。当クラブにもいろいろな課題はありますが、一生の友
達がいるクラブにしたいと思います。そのためにはハートが大
事であり、共に汗を流すことが大事であると思っています。
　3年前の3.11の大震災の時に、それまでの社会奉仕委員
会ではダメだと思いました。地区の社会奉仕委員会はクラブ
に推奨や相談するだけで、アクションはしてはいけないとされ
ていました。千年に一度の大震災を経験して、私は子供たち
を元気付けようと考えました。具体的には、いわき地区と相双
地区で、101歳で第一線に立って頑張っている日野原さんと
いう聖路加病院の理事の命の尊さという劇をやってもらいま
した。いわきに1,800人、相双に1,200人ほどの子供たちを招待
して非常に喜んでもらいました。中通りの子供たちは運動不
足でお母さんはノイローゼとなっていますので、子供たちとお
母さんのストレス解消のために、猪苗代のスキー場に連れて
行ってそり遊びをさせようと、バス13台を連ねて実施しました。

会津地区では風評被害に対する企画をしようと「会津にこら
んしょ」として全国に発信しました。できるだけ多くの人に福島
県に来ていただこうと、いろいろな協力をお願いしてきました。
苦労しましたが、やって良かったと思っています。
　ロータリアンとして死ぬまで一生ずっとやっていって欲しい
と思います。チャーターメンバーは私と矢吹さんだけとなってし
まいました。まもなく迎える30周年を機に、元気が出るようなクラ
ブに皆さんで作っていくことも良いのではないかと私は思って
います。ロータリーで3つの大事なことがあります。クラブが自
分たちで決めること、寛容の精神、ロータリーの目的を理解す
ることです。


